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日本語の小説を原文で読めるように
なって初めて手にした江戸川乱歩の作品が『孤島の鬼』である。
 昔、 『芋虫』
のフランス語訳を読ん 大きな衝撃を受けてから、フランス語で入手できる乱歩作品はすべて読んでいたが、初めて原文を読んだ時、不思議なことに言語が変わっても特に違和感を感じず、同じ気持ちで乱歩の奇妙な世界へ引き込まれていった。それはきっと、ジャン＝クリスチャン・ブーヴィやローズマリー・マキノ・ファイヨ ルの翻訳力のおかげであろう。　
探偵小説や見世物の世界、そしてエ
ログロな要素など、江戸川乱歩の作品
のさまざまな特徴が集結されている『孤島の鬼』は個人的にとても好きな作品で、
 ＷＯＭＢＡＴ社のフレデリッ
ク・ブリュマンにこの小説の素晴らしさについて
 話していたら、突然「翻
訳してみないか？」と聞かれた。その時は、 そん 恐れ多いことはできない、と思ったが、物語の中心にある秀ちゃんの書いた日記がとても印象 残っていた。 遠 島の蔵から出たことがなく、歌を教えに来る爺とご飯を運びに来る啞の女性以外、誰とも会ったことがない少女が書 日記は ても奇妙で、この不思議さ 翻訳するのは ても興味深いチャレンジのよう 思え、結局
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翻訳を引き受けることにした。　
フランス語は女性名詞と男性名詞
 
が区別されているが、秀ちゃんの双子の兄弟の吉ちゃんが男性であることはすぐにはわからないように書かれているので、 効果をフランス語で保つよう、いろいろと手探り 重ねたことを覚えている。　
他にも様々な難点があったが、いろ
いろと悩みながら翻訳を無事終え、本が出版された。　
ＷＯＭＢＡＴ社が出している本の一
つの特徴は、表紙を漫画家やイラストレーターに書き下 し 描 てもらっているということ。 『孤島の鬼』は誰にお願いしようかと考えた時、すぐに丸尾末広氏の名前が浮かんだ。丸尾末広の作品の中には昔から江戸川乱歩的な要素が現れており、最近は『パノラマ島綺譚』や『芋虫』などの作品を
 
漫画化されている。
10年以上前から丸
尾末広の作品を翻訳して り、交流があったため、連絡してみたら、嬉しいことに快く承諾いただいた。 『孤島の鬼』のフランス語版が好評であったことに関して、丸 カバーイラストも大きな影響があっ と思う。 また、江戸川乱歩を、 の本を通して初めて知って興味を出した、という声を聞く
を通して博多人形が全国に知られるようになったともいわれる。　
夢野久作日記にわざわざ「旧式博多
人形」と断っているのは「井上式」の標本 とは違うと う区別かと推測される。しかしながら旧江戸川乱歩邸が所蔵す は、歯並びなど過度に
リアルなところがある。履物の底には「夢野久作」と彫られている。
　
　
乱歩からは二月二十一日付、平井太
郎名で人形の礼状が届けられている。戸塚時代には玄関に飾られていたと聞く。
川崎
　
賢子
たび、 嬉しい思いでいっぱいになった。２０１６年にはパリで江戸川乱歩シンポジウムが行われたり、フランスでろいろと話題になったが、今後も江戸川乱歩の作品とその世界観の素晴らしさに興味を出してくれるフランス人が増えることを祈る。
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